






























 療法として頸部郭清術は, 治療効果の大なるものとして今日広く応用されている。 一方頸部郭清
 術施行後, 原発巣に癌組織の残存や再発があった場合の予後を危惧するものも少なくない。 その
 理曲のまっと して, リンパ行性転移に対する barr圭er と しての所属リンパ節欝がなくなって しま
 うことがあげられる。 もし頸部郭清時に他部位より健全なリンパ節を移植 し, それが生蕎 して機
 能すれば, 2度贋の barrier として役立つものと考える。 ただし血1管吻合など手技が繁雑では実
 用的でない。 そこで, 今回ラッ トの頸部および縢窩リンパ節を用いてリンパ節の康家遊離移橋実
 験を行ない, 生着の成否, 特に細分割片が各々独立して再生されるか否かを, 色素注入および病
 理組織学的に検討した。 その結果, 肉家遊離移植リンパ節は, 移植部位 (筋層内, リンパ節摘出
 創 内), 分割 の有 無で 若 干の差はあるが, ほぼ聞様の過程を経て最終的には生養す る。 したがっ
 て, リンパ節移植に血管吻合は必要ない。 すなわち, 移短後i～7懸囲では3 1ヨ 陽を ピークに退
 行性変化と修復が同時に進行する (necrobiosis)。 ただし, 繍網線維細工は終始ほとんど破壊さ
 れる乙となく, 7～1娼 目で移植リンパ節内の修復は完了 し, 縄織学的には正常像を呈する。 分
 割移植片の場合には, 分割面は7～14日目で被膜に被われ, 各々が独立した1個のリンパ節となっ
 ている。 また, 二次小節胚中心なども繊現することにより, 機能的にも正常に近いものと思われ
 る。 以後84沼慮までの長期観察において, 退行性変化は認められなかった。 したがって, 口腔癌
 に対する顎部郭清術後の2度目の わarrier として, リンパ節自家遊離移植, ことに分割移植を施
 行することは意義あることと考える。
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審査結果要旨
 口腔癌の頸部リ ン・ パ締転移に対する頸部廓清術の結果, barrier としての所属リンパ筋群を失
 うために, 原発巣に癌の残存や再発があると, 癌細胞は頸部皮下に広範に浸潤したり, リンパ流
 から容易に血管内へ流入 して血行性転移を来た しゃすくなる。
 したがって, 頸部廓清時に勉部位から健全なリンパ節を移植して, それが生養し機能すれば 二二
 度屈の barrier としての役羅を果たすであろうと考えられる。 しか し, 移植に手技繁雑な血管吻
 合を行 い長時間を要するので は実周性に乏 しい。
 著者はウイスタ一系ラットを用いて, リンパ節の自家遊離移植の検索を実験亜及び i頂 において
 行い, 次いで, 広範な廓清野をカバーするためにリンパ節細分割移植の検索を実験 竈1 で行ってい
 る。 細分割移植は未だ試みられていない新 しい方法である。
 移植に用 いたのは顎下リンパ節あるいは膝窩リ ンパ簾である。 母床は実験蓋では頸部筋肉内,
 実験豆と欝では反対側の顎下リ ンパ節摘出創内である。
 1麟及び璽群では, 3～7沼後は移植リンパ節は淡黄色で周囲組織の 炎症が強く, 組織学的に
 3臼後では necrobiosis の像を呈 し, 7日後では壊死域は減少している。 細網線維網コ1二にはほと
 んど変化がみられない。 2i日以後では肉眼的にも絹織学的にもほぼ正常所箆を呈 している。 また,
 』群では口腔粘膜下に注入 した墨汁は, 移植2旧 以後の群にお いて良好にリンパ鋪内に流入す る。
 ただし}群において4脳 後に退行性変化を認めたものがあった。 著者は母床が筋肉内なので, リ
 ンパ節摘出創内と異なり周 囲に小脈管の開裂がな いためであろうと述べて いる。 顧群はリ ンパ節
 を2～10分割 して播種埋入したもので, 各分割片は7～14門以後はほぼ正常色となり, 周囲組織
 の炎症も消退 している。 組織学的にも7～14日以後には壊死域はみられず, 細網線維網■五も⊥E常
 像であり, 二次小節胚中心も認められる。 84瞬後においても退行性変化はみられない。 分割面は
 M日以後では被膜におおわれており, 分割片はそれぞれが1個の独立 した小リンパ節の所見であ
 る。 口腔粘膜下へ注入した墨汁の流入状態及び間接造影 X 線像も移植14譲以後では良好であり,
 器械的に十分に機能 している所見が得 られている。
 これらの実験結果から, 著者はリンパ節の自家遊離移植は生着し機能すること, 分割移植の方
 が修復過程が早く, また広範な廓清野をカバーするのに適 していると結論 している。
 以上, 本論文は頸部廓清野に対する二度目の barrier を目的とするリンパ節遊離田家移植につ
 いて, 特に分割移植という新たな着想の下に研究 し, その有用性を明らかにしたものであり, 臨
 床応用に示唆するところ大である。 よって, 十分学位授与に値するものと認める。
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